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沿　　　　革

設 置 目 的

◆昭和４年

◆昭和９年
◆昭和24年
◆昭和42年
◆昭和59年

◆平成９ 年
◆平成19年

◆平成20年

◆平成27年

◆平成30年

財団法人山陰国民高等学校として開校。農村のリーダー的人
材養成を目的に設置された。
県立修練農場として新発足。
県立経営伝習農場と改称。
県立農業経営大学校と改称。
県立農業大学校と改称。また、人事院規則の運用により卒業生
は短大卒と同等の扱いとなった。
教育施設を全面的に整備。
専修学校として新発足。農業改良助長法に基づく農業者研修
教育施設であるとともに、学校教育法が規定する専修学校と
して位置づけられた。
養成課程農業経営学科に5つの専攻コース（果樹、野菜、花き、
作物、畜産）を設けた。また、研修課程に短期研修科を新設。
アグリチャレンジ科（公共職業訓練）を開始。また、短期研修科
を見直し、スキルアップ研修及び先進農家実践研修を開始。
農業における食の安全、労働安全等を維持するための農業生産
工程管理の国際水準であるGLOBALG.A.P.をカリキュラム化。

　次代の農業を担い、指導的役割を果たし得る人材を育成・確保し、及び農業者等の研修を行い、もって農業の振興に
資するとともに、広く農業者等の生涯学習及び国際交流を推進する。

教育研修体系

　本校には養成課程と研修課程の２つの課程があり、どちらも就農に向けた人材育成をしていきます。

農 業 経 営 学 科
２年の修業期間で生産から販売までの専門的な
知識・技術を体系的に習得する
果樹､野菜､花き､作物､畜産の専攻コースを設ける
社会人特別入学制度あり

充実した施設により高度で先進的な農業技術を
習得する
農業インターンシップ研修等により優れた農業
技術と経営理念を学ぶ
外国の研修生との交流を通じ国際感覚を醸成する

特 徴特 徴

高等学校卒業あるいは同等の学力を有する方を
対象
養成課程は専修学校で、卒業生は専門士の称号
が与えられる
希望入寮制で学生寮に入寮可能

概 要概 要

スキルアップ研修
自営就農を目指す方を対象に、長期（１年間）・
短期（４か月間）の実践研修により、就農に必要
な知識と基本技術を習得する

目標とする農業経営を想定した研修の実施によ
り、自らの技術向上を目指すとともに現場作業
をとおして実践力を身につける

特 徴特 徴

自営就農の予定者または就農年数の浅い方で、
経営基盤のある方を対象
研修者用宿泊施設の利用が可能

概 要概 要

研　修　課　程養　成　課　程

❶

※この他、農業者や一般県民等を対象とした「農業研修」、公共職業訓練「アグリチャレンジ科」があります。（詳細は５頁）



❷

区分／月

講義午前

実習

農業全般基礎学習
　栽培方法、土壌肥料学、農業機械、植
　物生理、病害虫、農薬等基礎的科目
基礎的栽培実習

専攻コース別基礎学習
　園芸各論（果樹、野菜、花き）、作物学概論、畜産学概
　論等専攻コースごとの講義、実験、演習
プロジェクト学習午後

1学年

講義午前

実習

専門学習（流通、販売、経営）
　販売マーケティング、経営計画、情報処理、
　農業法人等農業経営に関する講義、演習

総括学習
　●卒業論文
　●農業経営計画

農業イン
ターンシップ
（26日間）

プロジェクト学習午後

2学年

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

専攻コース 募集方法定　員

果樹・野菜・花き
作物・畜産

推 薦 入 学
一 般 入 学
社会人特別入学※

30名

２年間の課程で農業に関する生産から加工、販売までの専門的な知識・技術を
体系的に習得します。
２年間の課程で農業に関する生産から加工、販売までの専門的な知識・技術を
体系的に習得します。 養

成
課
程
　
農
業
経
営
学
科

農業経営学科カリキュラムのポイント
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

定員、募集方法
区　　分

授業料（※）
学習経費・各種会費ほか
寮費（希望入寮制）

合　　計

１年次・２年次とも
111,600円
約 90,000円
約 60,000円
約 270,000円

学費等（年間）

教　育　棟教　育　棟

※高校卒業あるいは同程度の学力のある方で、入学時（４月１日現在）６５歳未
　満かつ２年以上の職歴があり、卒業後県内に就農する見込みのある方 ・なお、入学時には入校料として別途5,500円（※）必要です。

　（※印の授業料・入校料は改訂される場合あり）
・また、食費、農業インターンシップ、県外研修、健康診断等に要する
　経費は別途必要となります。農業経営学科カリキュラム

一般の方を対象とした聴講制度もあります。

果
樹
コ
ー
ス

　永年作物である果樹の基本的栽培管理を習得しな
がら、経営感覚を養い、特に梨については新しい技術
を学ぶことができる。

●梨やブドウ等の新品種や新技術が導入された圃場
　で、今後有望視される最先端の栽培技術を学ぶ。
●本県は日本有数の梨産地であることから、技術習得
　の場は多彩であり、校内外で幅広く学習する。

野
菜
コ
ー
ス

　鳥取県特産のスイカ、白ネギ、ブロッコリー等を主体
に、作型を組み合わせて同一作物を１年間に複数回栽
培し、栽培知識、技術の習得を図る。また、特産以外の
作物も栽培することにより実践力、経営感覚を養う。

●プロジェクト学習では一人が一圃場(露地・ハウス)
　を担当し、生産から出荷調製まで責任を持って行う。
●県内の先進地視察や現地である指導会等に参加
　し、新技術や農業情勢を学ぶ。

専攻コース制（果樹、野菜、花き、作物、畜産）で自分の希望するコースを選ぶ
講義と実習の時間を同程度に配分したバランスの取れたカリキュラム
先進農家で26日間研修を行い、農業の実際を学ぶ
市場流通研修で、流通の実際を学ぶ
直売所、修農祭における実習で、実践的に販売を体得
充実した経営関係講義により、経営感覚を養う
プロジェクト学習により、課題解決能力を養う

専攻コース制（果樹、野菜、花き、作物、畜産）で自分の希望するコースを選ぶ
講義と実習の時間を同程度に配分したバランスの取れたカリキュラム
先進農家で26日間研修を行い、農業の実際を学ぶ
市場流通研修で、流通の実際を学ぶ
直売所、修農祭における実習で、実践的に販売を体得
充実した経営関係講義により、経営感覚を養う
プロジェクト学習により、課題解決能力を養う

梨の受粉作業梨の受粉作業

トマトの定植作業トマトの定植作業



❸

　鳥取県の主要品目であるストック、シンテッポウユリ、花壇苗
などの基礎的な栽培技術を学ぶ。また、新規品目や先進技術
にも積極的に取り組む。
●学生ごとに１品目以上を担当し、作りたい花を最初から最後ま
　で責任と自信を持って栽培する。
●研修会、展示会などに積極的に参加し、新技術や農業情勢を
　学ぶ。

花
き
コ
ー
ス

　乳牛、和牛の基本的な飼養管理技術を習得するとともに、大
型トラクターによる粗飼料の生産・収穫調製や自動化された搾
乳など、先進的な畜産技術を学ぶ。
●乳牛、和牛（繁殖及び肥育）、飼料作物の周年管理技術とト
　ラクター、ローダー等の機械操作を学ぶ。
●プロジェクト学習を通じて科学的に飼養管理を学ぶ。
●畜産共進会に出品し、出品技術の向上や生産農家との交流
　を図る。

畜
産
コ
ー
ス

　水田の主要作物である水稲・大豆等について、基礎的な知識
と年間を通じた管理技術を習得するとともに、水田営農におけ
る経営者・オペレータとして必要な栽培・経営技術を学ぶ。
●水稲・大豆のほか、白ネギ・ブロッコリーなどの転作野菜の
　栽培にも取り組みながら、水田や水田転換畑の年間管理技
　術を細かく学ぶ。
●トラクター、田植機、コンバイン、刈払機などの機械作業の
　基礎を実際に演習しながら、一から学ぶ。

作
物
コ
ー
ス

授授 業業 風風 景景

主に午前中は座学で知識
を吸収します。

校内での実習以外に、先
進的な農業者や研究施設
を視察し、知識を深めます。

校校 内内 行行 事事

現地視察研修現地視察研修講　義講　義
１年生全員が大特免許を、畜
産専攻及び希望者がけん引
免許を取得します（いずれも
農耕車限定）。

大特・けん引免許大特・けん引免許
学生が自ら育てた農産物
を農大内外で対面販売し、
好評を得ています。

流通販売実習流通販売実習

販売実習であると同時に、
地域の方に農業大学校を
知ってもらう良い機会です。

春はソフトボール、秋は
駅伝大会等でスポーツ
交流しています。

大山スキー場にてスキー、
スノーボードで鳥取の冬
を満喫します。

市場流通の実態を知るた
め、２年生では研修旅行
があります。

修農祭修農祭 スポーツ交流会スポーツ交流会 スキー教室スキー教室 研修旅行研修旅行

保育園での寄せ植え教室保育園での寄せ植え教室

第12回全国和牛能力共進会出品第12回全国和牛能力共進会出品

機械操作実習（稲刈り）機械操作実習（稲刈り）


